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昨年の衆議院選挙では、１５年ぶりに与党が過半数割れとなりました。数

を力に議論もせずすすめられてきた政治のあり方を許さず、住民の暮らしを

守る政治を求めていく力をいっそう強めていくことが求められています。 

「能登に住み続けたい」という願いによりそう被災地の復興、いのちと暮ら 

しを守る社会保障・社会福祉の充実を求め広げていく活動を、次年度も会

員・読者のみなさまとつくっていきたいと考えています。 

  つきましては、２月頃より、「２０２５年度会員・読者継続のお願い」を送付 

いたします。会員・読者の継続を、よろしくお願い申し上げます。 
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　社会福祉法人大阪福祉事業財団が2024年度の事業計画としてとりくんでいる、「綱領たんけ
ん」プロジェクト。各施設から送り出された24名の職員がプロジェクトメンバーとなり、財
団綱領を若い職員にわかりやすく伝えていくためになにができるか？　どうすれば綱領を身近
に感じられる？　そもそも綱領ってなに？　と他施設・他法人への見学もふくめて学び、深め
合うとりくみをすすめています。昨年11月には、東京都内で５つの保育園と４つの学童クラ
ブ、１つの放課後子ども教室を運営する、社会福祉法人多

た ま

摩福祉会を訪問しました。

綱領たんけんプロジェクト！綱領たんけんプロジェクト！
多摩福祉会をたずねて多摩福祉会をたずねて



　多摩福祉会では2022年に創立50周年をむかえるにあたり、「綱領策定委員会」を発足。現
場の職員がメンバーに入り、あらためて法人としてめざしたいものはなにか、大切にしたいこ
とはなにかを議論し、「わたしたちのめざすもの」として５つの柱を策定しました。
　「若い職員の意見を吸い上げ、多摩福祉会ではたらく自分たちがどういうふうになっていき
たいかに重きを置こうとはじまったけれど、どこから手をつけていいのかまったくわからな
かった」と西田健太さん（常務理事・砧

きぬた

保育園園長）。いままでの焼き直しではなく、自分たち
が本当に大事にしたいことをゼロから考えようと、委員会のメンバーがそれぞれに調べ、学び、
日々の保育をふりかえり、職場で話し合ったりして言葉を考え、発表し合うことからはじめた
そうです。

多摩福祉会～わたしたちのめざすもの～多摩福祉会～わたしたちのめざすもの～
１、�子ども一人ひとりの想いを受け止め、安心して１、�子ども一人ひとりの想いを受け止め、安心して
その子らしく育ちあえる保育をめざします。その子らしく育ちあえる保育をめざします。

２、�保護者とともに、互いに２、�保護者とともに、互いに
支えあいながら安心して支えあいながら安心して
子育てができる場をめざ子育てができる場をめざ
します。します。

３、�すべての職員が、安心して３、�すべての職員が、安心して
自分らしく働き続けられる自分らしく働き続けられる
民主的な法人をめざします。民主的な法人をめざします。



　それをどうすり合わせていくのか、途中であきらめたくなるくらい何度も議論し、行きつ戻
りつして、「一言一句ものすごくこだわった」とのこと。大きなキーワードは、異年齢保育を
実践するなかで大切にしてきた「育ち合い」という相互性と「安心」。そして、そもそも読ん
でもらわなければ意味がないと、わかりやすくスッと届く言葉にこだわり、完成した冊子には
職員が描いたマンガやイラストがたくさん。５つのそれぞれの柱が表現されているような実践
のエピソード紹介が、「日々の実践」と「めざすもの」をつなげています。

４、�地域に根ざし、信頼しあい、４、�地域に根ざし、信頼しあい、
支えあう関係をめざします。支えあう関係をめざします。

５、�すべての人の人権が尊重され�５、�すべての人の人権が尊重され�
幸せに生きられる平和な社会�幸せに生きられる平和な社会�
をめざします。をめざします。



　後半では、両法人ともに根幹に据えている「民主的な運営」について、「民主的ってなに？」
と議論が盛り上がりました。職員一人ひとりが自分ごととして考え納得度を高められている
か、その人らしさをお互いに理解しあって育ちあえているか、そのために現場の職員として、
管理職としてどんな実践やかかわりが求められているのか……一人ひとりが自分自身の関心や
環境に引き寄せて語る姿に、こうした「探検」が、綱領やめざすものを自分たちのものにして
いくということなのだと感じました。� （写真・文　申佳弥、2・３枚目は多摩福祉会提供）
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被爆者の願いを、
私の願いに
　

　 核戦争を防止する石川医師の会　事務局員　大田　健志　

今
年
八
月
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
八
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
末
に
は
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
る
な
ど
記
憶
に
も
記
録
に
も
残
る
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
被
爆
者
が
高
齢
化
す
る
な
か
、
被
爆
の
実
相
を
現
代
か
ら
未
来
へ
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
か
が

喫き
っ
き
ん緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、「
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
」
事
務
局
員
と
し
て
、
国
連
が
定
め
る
核
兵
器

廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
（
毎
年
九
月
二
六
日
）
記
念
企
画
や
、
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
県
内
小
中
学

校
（
二
〇
二
四
年
六
月
現
在
、
一
五
市
町
一
〇
九
校
）
へ
の
寄
贈
活
動
に
と
り
く
み
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
」、「
平
和
の
子
ら
」
委
員
会
な
ど
で
、
被
爆
の
実
相
の
継
承
を
第

一
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
広
島
や
長
崎
に
ル
ー
ツ
も
な
け
れ
ば
被
爆
者
の
血
縁
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
少

期
か
ら
平
和
に
つ
い
て
叩
き
込
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
大
学
で
は
社
会
福
祉
を
専
門
に
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
一
変
し
た
き
っ
か
け
は
、
石
川
県
在
住
の
被
爆
者
と
し
て
「
石
川
県
原
爆
被
災
者
友

の
会
」
の
活
動
を
さ
れ
て
い
た
西
本
多
美
子
さ
ん
と
の
出
会
い
で
す
。

大
学
卒
業
後
、
石
川
県
保
険
医
協
会
に
就
職
す
る
と
同
時
に
、
同
会
が
事
務
局
を
務
め
る
「
核
戦
争

を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
」
の
事
務
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
同
会
は
、
一
九
八
八
年
に
発
足
し
た
医

師
・
歯
科
医
師
・
医
学
生
の
団
体
で
、
現
在
、
県
内
約
六
〇
名
が
所
属
し
て
お
り
、「
被
爆
の
実
相
」

の
継
承
を
活
動
の
柱
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
西
本
さ
ん
と
出
会
い
、
直
接
お
話
を
う
か
が
っ
た
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こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
の
な
か
の
事
象
だ
っ
た
戦
争
や
原
子
爆
弾
が
、
身
近
な
世
界
の
出
来
事
だ

と
認
識
で
き
た
の
で
す
。

し
か
し
二
〇
二
二
年
、
高
齢
化
等
を
理
由
に
「
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
」
が
解
散
し
ま
し
た
。

全
国
で
も
同
様
の
動
き
が
広
ま
る
な
か
、
直
接
的
な
体
験
を
も
た
な
い
私
た
ち
が
、
被
爆
者
の
意
志
を

受
け
継
ぎ
、
次
代
の
運
動
を
構
築
す
る
こ
と
は
か
ん
た
ん
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
つ
い
つ
い
む
ず
か
し
く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
す
が
、
私
が

被
爆
者
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
な
か
で
感
じ
た
こ
と
は
一
つ
。
被
爆
者
が
次
世
代
に
求
め
る
の

は
、
単
に
被
爆
者
の
願
い
に
応
え
た
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
自
発
的
に
、
既
存
の
発
想
に

と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
次
の
一
歩
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、「
被
爆
者
の
願
い

に
応
え
て
」
と
い
う
合
言
葉
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
を
、
被
爆
者
の
願
い
か
ら
自
ら
の
願
い
に
昇
華
さ
せ
て
と
り
く
め
る
か
ど
う
か
が
、
被

爆
者
が
い
な
く
な
っ
た
未
来
に
紡つ

む

ぐ
た
め
に
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
平
和
だ
け
で
な
く
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
状
況
も
日
々
苦
し
く
な
り
、
生
活
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
若
い
人
が
ど
う
や
っ
て
運
動
に
継
続
的
に
か
か
わ
る
か
、
次
世
代
が
日
常
の
な

か
で
互
い
に
尊
重
さ
れ
、
楽
し
く
運
動
に
か
か
わ
れ
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
居
場
所
づ
く
り

の
構
築
が
鍵
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
引
き
続
き
石
川
県
か
ら
声
を
あ
げ
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

おおた　たけし

　1992年生まれ。石川県能
の み

美市出身。金沢大学地域創造学類卒業
後、石川県保険医協会に就職、現在に至る。同会が事務局を担当
する「核戦争を防止する石川医師の会」事務局として地元小中学
校への「はだしのゲン」寄贈活動等にも従事。社会福祉士。
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す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
憲
法
25
条
を
具
体
化
す
る
た
め
に

存
在
し
て
い
る
の
が
、生
活
保
護
制
度
で
す
。
つ
ま
り
、生
活
保
護
制
度
の
中
身
が
、「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

と
は
ど
ん
な
生
活
か
と
い
う
こ
と
を
、
規
定
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
生
活
保
護
制
度
は
つ
ね
に
攻
撃
の
対
象
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
生
活
保
護
制
度
へ
の
攻
撃
や
生
活
保
護
現
場
で
の
人
権
侵
害
は
あ
と
を
絶
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

生
活
保
護
基
準
以
下
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
ま
ず
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
公

的
に
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
生
活
保
護
制
度
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
人
が
よ
り
よ
い
人
生
を
あ

ゆ
め
る
よ
う
社
会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
活
保
護
制
度
の
本
来
の
役
割
で
す
。
そ
れ
が
、
社
会
の
問
題
で

あ
る
貧
困
問
題
に
、
社
会
と
し
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
為
政
者
や
権
力
者
は
、
生
活
が
苦
し
い
の
は
あ
な
た
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら
だ
、
自
己
責
任
だ
と
強
調
し
つ

づ
け
、
生
活
保
護
利
用
者
が
日
本
の
経
済
や
財
政
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
攻
撃
を
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
生
活
保
護
制
度
へ
の
偏
見
を
あ
お
り
な
が
ら
、
い
っ
ぽ
う
で
暮
ら
し
が
き
び
し
い
市
民
を
放
置
し
、
意
図
的
に
市

民
の
な
か
に
あ
る
自
己
責
任
論
を
強
化
さ
せ
、
さ
ら
に
生
活
保
護
制
度
へ
の
偏
見
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
行
政
に
対
し
て
も
同
じ
で
す
。
生
活
保
護
を
削
減
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
し
く
み
を
つ
く
り
、
職
員
か
ら
一
人
ひ

と
り
の
市
民
が
抱
え
る
困
難
に
向
き
合
う
余
裕
を
奪
う
こ
と
で
、
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
方
を
ね
じ
曲
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
世
論
や
し
く
み
の
な
か
で
、
生
活
保
護
を
削
減
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
市
民

特集特集

生
活
保
護
現
場
で
の
人
権
侵
害
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
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に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
り
、
正
義
な
の
だ
と
信
じ
て
仕
事
を
し
た
結
果
、
深
刻
な
権
利
侵
害
や
犯
罪
行
為
が
引
き
起
こ
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
保
護
行
政
に
か
か
わ
る
現
場
の
人
の
権
利
侵
害
に
よ
っ
て
問
題
は
発
覚
し
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
環
境
や
し
く

み
、
制
度
、
政
治
、
世
論
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
身
近
な
自
治
体
職
員
を
敵
に
す
る
の
で
は
な
く
、

自
治
体
職
員
と
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生活保護法
第１条　この法律は、日本国憲法第25条に規定
する理念に基き、国が生活に困窮するすべての国
民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を
行い、その最低限度の生活を保障するとともに、
その自立を助長することを目的とする。
第２条　すべて国民は、この法律の定める要件を
満たす限り、この法律による保護（以下「保護」
という）を、無差別平等に受けることができる。（無
差別平等）
第３条　この法律により保障される最低限度の生
活は、健康で文化的な生活水準を維持することが
できるものでなければならない。（最低生活）
第４条　
保護は、生活に困窮する者が、その利用し得る資
産、能力その他あらゆるものを、その最低限度の
生活の維持のために活用することを要件として行
われる。（保護の補足性）
２　民法に定める扶養義務者の扶養及び他の法律
に定める扶助は、すべてこの法律による保護に優
先して行われるものとする。
３　前２項の規定は、急迫した事由がある場合に、
必要な保護を行うことを妨げるものではない。
第５条　
前４条に規定するところは、この法律の基本原理
であって、この法律の解釈及び運用は、すべてこ
の原理に基いてされなければならない。
第７条　
保護は、要保護者、その扶養義務者又はその他の
同居の親族の申請に基いて開始するものとする。
ただし、要保護者が急迫した状況にあるときは、
保護の申請がなくても、必要な保護を行うことが
できる。（申請保護の原則）


